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が得 られた患者 70名 とし,維持装置が 2個以上ある義歯 123床を用いた｡-剤式試飲材を




れた義歯における,試験材の広が り幅の分布を箱ひげ図で標記 した｡また, リラインの
検査 として試験材の広が り幅を用いる有用性を示すため,広が り幅の基準を設けて鋭敏
度と特異度を算出した｡
【結果】
試験材の広が り幅は,間隙量の増加に伴い反比例的に減少 した｡ リラインの要否に対
して試験材の広が り幅は低いオッズ比 OR-0.12 (95%CI:0.04-0.32),義歯装着期間は
高いオッズ比 OR=1.35 (95%CI:1.03-1.78)とな り,有意に影響を及ぼすことが示され
た (p<0.05)O一方,性別,欠損様式,上下顎では,関連が見られなかったOまた,リ
ラインが必要あるいは不要 と判定された義歯における試験材の広が り幅の中央値は,そ



























12u,下顎全部床義歯の場合で 3-10l 0l0n 0 3Lmと報告されているoすなわち】3Ln以下は岐合力が粘膜
を加圧し過ぎて薄くなっている部分であり,床下粘膜および顎骨に過度の唆合庄負担をさせているこ:
とになる0120um以上は逆に唆合力が充分に伝達されていない,いわゆる義歯床の不適合な部分を示
厚さを計測するためには被膜厚さ計測器が必要である｡
一万,-剤式適合試験材を 18Gの注射針から並歯床内面に貼付する本法では,試験材の広がり幅は
間附免の増加に伴い反比例的に減少し,特殊な装置を必要とせずに容易に義歯床と粘膜との適合性を･
定盈的に数値として診査できることが示された｡この方法であれば,目視によって適合状態を陣単に
判断することが可能であるQまた,本法による試験材の広がり幅と,義歯装着期間の 2項目について
匹 リラインの要否に対して有意に影響を及ぼすことも示されたoすなわち試験材の広がり幅が狭くな
るほど,また,義歯装着期間が長くなるほどリラインが必要であると言える｡試畝材の広がり幅の測
定は適合が悪いと判断される部位,すなわち広がりが最小の部位について幅をnl定,記録したところ,J
試吸材の広がり幅が 4mm以上であれば適合良好,2mm以下ならばリラインを検討すべきと診断するこ
とが可能であったQ
以上を踏まえ,.本法は定期的に義歯の経過観察を行っている患者において短時間,低コスト,かつ
簡便に定量的診査を可能にするスクリー ニング検査として,また.誤噺のリスクの高い患者に対する三
定量的診査として用いるのに適した方法であると考える｡
